
令
和
７
年
度
か
ら
藤
島

地
域
に
導
入
す
る
地
域
公

共
交
通
は
「
デ
マ
ン
ド
運

、

行
（
予
約
制
）
と
「
路

」

、

線
定
期
運
行
（
予
約
な
し

」

の
定
時
定
路
線
）
の
併
用

運
行
で
す
。

現
在
の
デ
マ
ン
ド
交
通

は
鶴
岡
市
街
地
ま
で
運
行

し
て
い
ま
す
が
、
鶴
岡
市、

街
地
行
き
は
廃
止
と
な
り

「

」

路
線
定
期
運
行
に
乗
換

と
な
る
方
針
で
す
。

は
、
Ｊ
Ｒ
藤

乗
換
場
所

島
駅
と
幕
野
内
で
す
。

路
線
定
期
運
行
は
、
廃

止
さ
れ
る
「
鶴
岡
ー
清
川

線
」
の
代
替
と
な
る
も
の

で
、

人
乗
り
（
乗
客
９

10

人
）
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ

ー
車
両
を
使
用
し
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
運
行
は
、
５

人
乗
り
（
乗
客
４
人
）
の

小
型
タ
ク
シ
ー
で
す
。

は
、

運
航
日

路
線
定
期
運
行
が
、
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、

デ
マ
ン
ド
運
行
が
、
月

曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
、

祝
祭
日
と
年
末
年
始
は

休
業
し
ま
す
。は

、

運
行
本
数

路
線
定
期
運
行
が
、
上

り
２
便
、
下
り
２
便
、

デ
マ
ン
ド
運
行
が
、
往

路
（
行
き
）
４
便
、
復
路

（
帰
り
）
４
便
で
す
。

は
、

運
行
ル
ー
ト

路
線
定
期
運
行
が
、
京

田
橋
～
Ｊ
Ｒ
藤
島
駅
～
幕

野
内
～
エ
ス
モ
ー
ル
～
黒、

沢
眼
科
ま
で
の

停
留
所

24

デ
マ
ン
ド
運
行
が
、
藤

島
市
街
地
と
乗
換
場
所
ま

で
で
、
長
沼
・
八
栄
島
地

区
は
、
三
川
ル
ー
ト
（
火

曜
日
）
と
庄
内
町
ル
ー
ト

（
木
曜
日
）
を
設
定
し
ま

す
。

は
、

運
賃

路
線
定
期
運
行
が
、
ゾ

ー
ン
料
金
制
（
１
０
０
円

～
３
０
０
円
）
で
、
障
害

者
と
小
学
生
以
下
は
半
額

と
し
、
学
生
割
引
や
、
庄

内
交
通
の
高
齢
者
割
引
定

期
券
（
ゴ
ー
ル
ド
パ
ス
）

も
設
定
、

デ
マ
ン
ド
運
行
が
、
各

地
区
内
と
藤
島
市
街
地
及
（

び
庄
内
町
、
三
川
町
）
に

分
け
、
２
０
０
円
～
５
０

０
円
と
し
ま
す
。

乗
換
の
不
便
さ

「
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
」
の

デ
マ
ン
ド
交
通
で
、
別
の

車
に
乗
り
換
え
る
不
便
さ

が
新
た
に
生
じ
ま
す
。

高
齢
者
の
場
合
、
体
へ

の
負
担
や
転
ぶ
な
ど
の
リ

ス
ク
、
天
候
、
時
間
的
な

ロ
ス
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

運
行
ル
ー
ト
の
「
協
立

」

。

病
院
は
廃
止
さ
れ
ま
す

運
営
主
体
を
地
元
住
民

と
す
る
た
め
、
新
た
な
組

織
化
と
地
元
負
担
金
１

、

（

世
帯
２
０
０
円
）
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
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10月 34人 23,220円
9月 29人 25,720円

藤
島
地
域
の
公
共
交
通
の
再
編

乗
り
換
え
、
鶴
岡
市
街
地
へ

｢

定
時
定
路
線｣

に

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

（
染
め
屋
）

石
川
兵
ヱ
衛
門

（
酒
・
菓
子
製
造
販
売
）

海
藤
長
七

（
居
酒
屋
）

齋
藤
仲
蔵

（
魚
屋
）

齋
藤
忠
治
郎

（
菓
子
製
造
・
薪
炭
）

齋
藤
佐
五
兵
ヱ

（
せ
ん
べ
い
・
だ
ん
ご
）

鈴
木
伝
五
ヱ
門

（
菓
子
・
学
用
品
）

安
藤
知
五
治

（
蹄
鉄
・
鉄
工
）

渡
邊
鍛
治
屋

（
風
呂
・
そ
ば
打
ち
）

鈴
木
伝
右
ヱ
門

（
は
り
師
・
表
具
・
床
屋
）

石
沢
吉
五
郎

（
魚
屋
）

鈴
木
彦
左
ヱ
門

（
学
用
品
・
醤
油
・
麹
）

飯
鉢
米
太
郎

（
酒
・
塩
・
タ
バ
コ
・
味
噌
・
醤
油
・

小
鷹
兼
吉

缶
詰
）

（
豆
腐
・
油
揚
げ
）

お
ぢ
よ
ど
家

（
雑
貨
・
砂
糖
・
衣
類
・
小
間
物
）

熊
木
商
店

（
下
駄
製
造
販
売
）

齋
藤
喜
兵
ヱ

（
床
屋
）

丸
山
敬
五
郎

（
豆
腐
・
油
揚
げ
）

か
も
屋

（
自
転
車
）

松
田
三
郎

（
助
産
婦
・
薬
・
駄
菓
子
）

吉
田
屋
（
東
京
店
）（

瓦
製
造
）

小
鷹
源
之
助

（
高
級
反
物
・
タ
ン
ス
・
コ
マ
）

小
鷹
亀
蔵

（
巫
女
・
桶
屋
）

戸
林
新
左
ヱ
門

（
指
物
師
・
彫
刻
）

齋
藤
勘
右
ヱ
門

（
鋳
物
・
板
金
）

齋
藤
多
右
ヱ
門

（
精
米
・
大
豆
粕
粉
砕
工
場
）

鈴
木
文
右
ヱ
門

（
麹
・
納
豆
）

齋
藤
三
太
郎

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
）

小
鷹
仁
右
ヱ
門

（
魚
屋
）

齋
藤
式
部

（
桶
屋
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
）

小
鷹
三
郎
左
ヱ
門

（
漢
方
薬
・
下
駄
製
造
販
売
）

石
川
富
太
郎

以
上
は
、
大
正
初
期
か
ら
昭
和

年
頃
ま
で
の
記
憶
と
、

30

先
輩
か
ら
聞
い
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

村
の
店
々

（

）

明
治

年
１
８
８
０

13

の
八
色
木
村
の
家
並
み
地

図
が
あ
る
（
飯
鉢
文
書
。）

こ
れ
に
よ
る
と
、
戸
数

１
０
９
戸
で
、
在
郷
に
し

て
は
大
き
い
村
で
あ
る
。

松
嶺
街
道
の
中
間
地
で

あ
り
、
藩
主
の
休
憩
地
で

も
あ
っ
た
か
ら
、
地
方
都

市
の
形
態
で
あ
っ
た
と
思

う
。
し
た
が
っ
て
、
店
屋

も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
、
記
憶
を
た
ど

り
、
店
の
名
を
あ
げ
て
み

よ
う
。

庄
内
交
通
の
路
線
バ
ス
「
鶴
岡
ー
清
川
線
」

と
「
鶴
岡
ー
ゆ
～
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
線
」
は
、
令
和
７

年
３
月

日
で
廃
止
さ
れ
ま
す
。

31

藤
島
地
域
公
共
交
通
検
討
委
員
会
で
は
、
既

存
の
デ
マ
ン
ド
交
通
を
活
か
し
、
地
域
全
体
の

公
共
交
通
再
編
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。



令
和
６
年
９
月
末
の
藤

島
地
域
の
ゼ
ロ
歳
児
は
40

人
で
、
１
歳
児

人
か
ら

55

人
も
減
っ
て
い
ま
す
。

15
温
海
地
域
の
出
生
数
は

人
前
後
で
す
が
、
小
学

20校
２
つ
と
中
学
校
を
、
一

つ
に
ま
と
め
る
話
は
あ
り

ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
温
海
庁
舎
が

中
心
と
な
り
、
幼
児
保
育

か
ら
学
校
教
育
ま
で
「
非
、

」

認
知
能
力
を
高
め
る
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「

」

、

非
認
知
能
力
と
は

、

テ
ス
ト
で
測
定
で
き
な
い

意
欲
、
興
味
、
自
信
、
協

調
な
ど
、
生
き
る
う
え
で

必
要
な
力
、
学
び
に
向
か

う
姿
勢
を
高
め
る
能
力
と

の
こ
と
で
す
。

温
海
庁
舎
の
取
り
組
み

は
令
和
４
年

月
に
、
内

12

閣
官
房
の
地
方
創
生
に
向

け
た
少
子
化
対
策
の
事
例。

に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た

地
域
の
自
然
と
伝
統
を

教
材
に
し
、
地
域
で
子
ど、

も
を
育
て
る
温
海
庁
舎
に

学
ぶ
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

は
納
得
出
来
ま
せ
ん
。
ご

飯
論
法
（
今
朝
ご
飯
は
食

べ
て
い
な
い
。
パ
ン
だ
っ

た
）
が
得
意
だ
っ
た
彼
な。

ら
ナ
ン
と
発
す
る
だ
ろ
う

、

▲
立
候
補
者
は
何
人
だ
か

全
部
で
ナ
ン
ボ
に
な
る
の

か
。
俺
は
計
算
で
き
ま
せ

ん
が
、
そ
ん
な
大
金
が
本

部
に
は
あ
る
ん
だ
「
私
に

。

も
２
０
０
０
万
円
く
だ
さ

い
「
俺
も
非
公
認
だ
」
が

」
ト
レ
ン
ド
入
り
し
た
。
そ

ん
な
お
金
が
３
年
前
の
選

挙
よ
り
５
０
０
万
円
増
え

た
ん
だ
っ
て
。

▲
こ
の
お
金
。
政
党
交
付

。

、

金
な
ん
だ
と
い
う
事
は

俺
達
の
税
金
か
ら
出
た
っ

て
事
。
国
民
を
欺
い
て
だ

も
ん
ね
。
そ
ん
な
こ
と
許

せ
な
い
と
、
ガ
ッ
ポ
リ
票

が
自
民
外
に
行
っ
た
結
果

が
今
回
の
選
挙
だ
っ
た
。

共
産
党
に
繋
が
ら
な
か
っ

、

。

た
の
は
残
念
だ
っ
た
が

▲
ど
っ
か
で
問
題
に
な
っ

た
金
額
・
と
は
、
退
職
後

に
必
要
な
金
額
と
し
て
厚

労
省
が
発
表
し
な
が
ら
、

問
題
が
大
き
く
な
る
か
ら

と
、
ア
ベ
が
握
り
つ
ぶ
し

た
金
額
で
し
た
（
石
川
）

。

む)

。

、

〇
右
同

珉
「

」(

び
ん)

は

玉
に
似
た
美
し
い
石
。

(

て
い)

は
、

〇
同
「
貞
」

正
し
い
。

、

〇
１
行
追
加

羽
前

「

」
は

１
８
６
９
（
明
治
元
年
）

出
羽
国
の
置
賜
・
村
山
・

最
上
・
田
川
４
郡
を
統
合

し
羽
前
国
。
そ
の
北
を
秋

田
に
羽
後
国
と
し
た
。(

こ

〇
２
行
追
加
「
膏
腴
」

う
ゆ)

は
、
土
地
が
肥
え
て

い
る
。

(

お

〇
３
行
「
折
田
平
内
」

り
た
へ
い
な
い)

は
、
１
８

４
７
～
１
９
０
５
。
１
８

８
２
～
１
８
８
３
、
２
代

山
形
県
令
、
北
海
道
開
拓

使
大
書
記
官
、
黒
田
清
隆

側
近
、
警
視
総
監
、
福
島

総
選
挙
の
結
果
は

。

裏
金
非
公
認
に
大
枚
が

ま
た
も
や
「
し
ん
ぶ
ん
赤

」

。

旗
の
ス
ク
ー
プ
だ
っ
た

首
相
怒
っ
て
い
た
な
～
。

何
故
こ
こ
で
取
り
上
げ
る

の
か
っ
て
。
当
然
で
し
ょ

う
。
党
本
部
は
、
選
挙
に

公
認
者
と
同
じ
額
を
非
公。

認
の
者
に
も
出
し
た
ん
だ

こ
れ
で
怒
る
の
は
首
相
ら

の
話
を
聞
い
て
き
た
国
民

だ
。
公
約
も
ど
こ
で
変
わ

る
か
信
用
で
き
な
い
が
、

裏
金
問
題
で
非
公
認
と
し

な
が
ら
、
公
認
と
同
じ
扱

い
し
た
ん
だ
か
ら
。

▲
驚
い
た
事
に
、
非
公
認

に
渡
し
た
頑
張
り
料
は
２

０
０
０
万
円
だ
っ
た
。
ど

う
思
い
ま
す
か
、
皆
さ
ん

こ
の
額
。
か
つ
て
ど
っ
か

で
問
題
に
な
っ
た
金
額
と

同
じ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

首
相
は
街
頭
演
説
で
「
非

公
認
に
出
し
て
い
る
の
で

は
な
い
。
党
支
部
に
だ
」

と
。
そ
の
党
支
部
長
は
非

公
認
だ
っ
た
。
ど
ん
な
言

い
訳
を
し
よ
う
と
も
国
民

、

〇

行

宣
「

」(

せ
ん)

は

18
す
べ
て
、
あ
ま
ね
く
。

、

〇
右
同

惟
「

」(

こ
れ)

は

こ
れ
。

(

か)

は
、

〇

行
「
化
」

19
変
え
る
。

（

）
、

〇
右
同

斛
「

」
こ
く
は

石(

こ
く)

に
同
じ
。

(

あ

〇

行

天
邪

鬼

「

（

）」

20
ま
の
じ
ゃ
く)

は
、
現
代
で

は
「
他
者
の
思
想
・
言
動

に
逆
ら
う
よ
う
な
言
動
を

す
る
ひ
ね
く
れ
も
の
、
つ

む
じ
曲
が
り
を
（
あ
ま
の

じ
ゃ
く
」
と
称
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

(

え

〇
右
同
「
永
賓
福
禄
」

い
ひ
ん
ふ
く
ろ
く)

は
、
長。

い
客
に
は
幸
福
と
給
与
を、

〇
右
同

鑚
「

」(

さ
ん)

は

物
事
を
究
め
る(

研
鑽
を
つ

な
ど
３
県
知
事
。

(

さ

〇
５
行
「
相
良
守
典
」

が
ら
も
り
つ
ね)

は
、
１
８

３
７
～
１
９
１
８
。
庄
内

藩
士
。
東
田
川
郡
長
１
８

９
１
～
１
８
９
８
、
南
村

山
・
西
田
川
・
北
会
津
の

。

。

郡
長
山
形
師
範
学
校
長

（
禅
龍
寺
の
相
良
守
典
の
墓
）

（
せ
き
は
ら

〇
関
原
弥
里

わ
た
り
）
は
、
１
８
５
３

年
～
１
９
３
２
（
昭
和
７

年
。
旧
松
嶺
村
に
生
ま
れ

）
る
。
山
形
県
師
範
学
校
兼

山
形
中
学
校
（
現
山
形
県

立
山
形
東
高
等
学
校
）
教

諭
、
翌
年
、
山
形
県
学
務

課
長
を
経
て
、
１
８
９
８

年
東
田
川
郡
長
郡
と
な
り

。

、

余
年
在
任
在
任
中
は

26水
力
発
電
所
建
設
・
稲
作

改
良
・
電
気
事
業
な
ど
に

功
績
を
あ
げ
た
。

（
関
原
弥
里
）

（
さ
か
い
た

〇
酒
井
忠
篤

だ
ず
み
）
は
、
１
８
５
３

～
１
９
１
５
、
１
８
６
２

年

代
庄
内
藩
主
。
華
族

13
令
で
伯
爵
の
爵
位(

戦
後
廃

止)

。

（
酒
井
忠
篤
）

平
成
大
合
併
と
同
じ
く
、｢

分
か

れ
道

に
立
っ
て
い
る
の
で
は
？

」

疑問10藤
島
庁
舎
の
職
員
は
現

在

人
、
平
成
大
合
併
前

44
の
１
７
０
人
（
嘱
託
職
員

含
め
）
か
ら
４
分
の
１
に

減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
平
成
の
大
合
併
」
を

推
進
し
た
西
尾
勝
元
地
方

制
度
調
査
会
会
長
は
、
地

方
を
惨
憺
た
る
状
況
に
追

さ
ん
た
ん

い
や
り
「
誤
っ
た
政
治
判

、

断
だ
っ
た
」
と
、
２
０
１

５
年
３
月
の
国
会
答
弁
で

述
べ
て
い
ま
し
た
。

合
併
の
分
か
れ
道
で
、

進
む
べ
き
道
の
判
断
が
間

違
っ
て
い
た
。
い
ま
、
全

国
で
進
む
小
中
一
貫
校
・

義
務
教
育
学
校
で
「
分
か

、

れ
道
」
に
立
っ
て
い
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

温
海
庁
舎
の
取
り
組
み
に
、
学

ぶ
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

疑問11東
田
川
史
跡
物
語

稲
作
改
良
碑
⑪青

山

崇

註
釈
２

(

く
ろ
さ
き
か
お

〇
黒
崎
馨

、

、

る)

は
研
堂(

け
ん
ど
う)

庄
内
を
代
表
す
る
書
家
、

１
８
５
２
～
１
９
２
８
。

酒
井
家
か
ら
養
子
。
庄
内

柿
の
酒
井
調
良
は
実
兄
。

庄
内
随
一
の
書
家
、
高
弟

に
松
平
穆
堂
。
母
は
藤
島。

・
大
川
渡
の
成
澤
家
い
つ

（
黒
崎
馨
）

（
写
真
は
、
荘
内
日
報
、

荘
内
酒
井
歴
史
文
化
振
興

会
Ｈ
Ｐ
か
ら
）

小
中
一
貫
校(

義
務
教
育
学
校)

へ
の
疑
問
⑤


